
してぃみゅ〜で発見！

DISCOVER THE CHARM OF OKAYAMA AT OKAYAMA CITY MUSEUM! 2026

~THE CRAFTMANSHIP OF “OKAYAMABITO”~

「紺色脚付杯」新谷良造

「グラス」新谷良造

「大鉢」赤澤清和

※（　）内は20名以上の団体料金
※以下の方は免除になります ○65歳以上の方（シルバーカードなど年齢を確認できるものを提示いただきます） ○身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、自立
支援医療受給者証、心身障害者医療費受給資格者証、特定疾患医療受給者証、特定医療費（指定難病）受給者証、小児慢性特定疾病医療受給者証または介護保険
被保険者証を有する人とその介護者1名（いずれも各々の手帳等または障害者手帳アプリ「ミライロID」の提示が必要です） ○保育園児、幼稚園児、小学生、中学生を学習活動の
ために引率して入館する場合の引率者（入館料減免申請書の事前提出が必要です）

10:00-18:00（最終入場は17:30）
毎週月曜日（ただし、5月4日は開館）
岡山シティミュージアム5階常設展示室
岡山シティミュージアム
一般310円（250円）／高校生・大学生210円（160円）／中学生以下無料

開館時間
休 館 日
会 場
主 催
入 場 料

2026年

4月3日 [金 ]-6月14日 [日 ]

～岡山びとのクラフトマンシップ～

「花器」赤澤清和

「デキャンタ」赤澤清和

「変形皿」新谷良造

「変形大皿」赤澤清和

「花器 マーブル」新谷良造



「弥生時代〜古墳時代の手工業」
講 師：山本 悦世 さん（岡山大学名誉教授）
場 所：岡山シティミュージアム 4階講義室
時 間：14:00-15:30（終了時間は前後することがあります）
申 込：5月1日（金）から電話で受け付けます

参加無料
各回先着
70名

5月23日
[土 ]

5月30日
[土 ]

「須恵器から備前焼へ、木村コレクション」
講 師：伊藤 晃 さん（備前焼研究家）
場 所：岡山シティミュージアム 4階講義室
時 間：14:00-15:30（終了時間は前後することがあります）
申 込：5月7日（木）から電話で受け付けます

たどる-岡山のはじまり

ひらく- 岡山の工芸

つなぐ-足守と豊臣の物語

当館では、歴史資料や美術・工芸品など、岡山に
ゆかりある様々な文化財を収蔵しています。
令和6年度に当館へ新たに仲間入りした文化財
から、数点をピックアップしてご紹介します。

みつける-新収蔵品

「しだれ桜と栄唱橋」
難波由城雄

定紋入五段重箱 替蓋付
（個人蔵、当館寄託品）

展覧会情報は、WEBからもご覧いただけます

〒700-0024 岡山市北区駅元町15-1 リットシティビル南棟 4・5階
URL https://www.city.okayama.jp/okayama-city-museum/

申込方法

086-898-3000
下記申し込み電話番号へ【お名前・電話番号・参加したい講座】を
お知らせください。（10:00～18:00、休館日を除く）

展示の見どころ

ガラス工芸  岡山市出身のガラス作家・赤澤清和（1973~2005）と、福岡県
生まれで岡山で活動し、倉敷ガラスの普及に貢献したガラス作家・新谷良造
（1932～2005）の作品を展示。それぞれの作家の人生やガラスへの情熱を
さぐります。

漆芸、木工芸  倉敷市出身の漆芸家・山口松太（1940～2020）と、岡山市出身
の木工芸家・小川一洋（1932～2015）。漆の技と木の技を極めた二人の作家に
ついて、紹介します。

古備前木村コレクション  当館を代表する「古備前木村コレクション」は、岡山市
の実業家・木村誉平氏が収集した、404点にものぼる古備前のコレクションです。
安土桃山時代から明治時代に至る幅広い年代・器種が揃っています。今回は
その中から、「花生」、「茶碗」、「徳利」を展示します。

2026年NHK大河ドラマ「豊臣兄弟！」でも大注目の豊臣家。
岡山も豊臣家にゆかりがあることをご存知ですか？
現在の岡山市北区足守地域は、江戸時代に足守藩
木下家が治めていました。初代藩主の木下家定は、
豊臣秀吉の正室・北政所ねねの実兄にあたります。
今回は、備中足守藩木下家資料より、
豊臣家に関わる資料を展示します。

「水指（漆塗蓋付）」
赤澤清和

火襷茶碗
（古備前木村コレクション）

「神代欅沈金香合」
小川一洋

「油枩堆錦彩華文合子」
山口松太

ミュージアム講座

岡山の成り立ち三大要素のほかに、
「岡山の工芸（ガラス、漆芸、木工芸、備前焼）」「備中足守藩

木下家資料」「岡山シティミュージアム新収蔵品」
に焦点を当てます。

常設展のメインテーマとしている「古代吉備の繁栄」
「岡山城と城下町の発展」「干拓ー大地の広がりー」と
いった、岡山の成り立ちの三大要素を紹介します。

はないけ


